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保護者の皆様

中野区立桃園第二小学校

校 長 山 崎 義 弘

家庭学習推進旬間にご協力ください
師走の候 皆様におかれましては、ますますご健勝のことと存じます。

確かな学力を身につけるためには、学校での学習に加え、家庭学習が重要であると言われてい

ます。学校での学習を復習したり、自分を関心や疑問を抱いたことについて調べたりすることを

通して、基礎的・基本的な知識が定着するとともに、思考力が向上すると考えます。学習する習

慣を築くうえでも、毎日決めた時刻に決まった時間、継続して学習に取り組むことは重要です。

本日１２月６日（金）から１２月１４日（土）までを、今年度２回目の家庭学習推進旬間とさ

せていただきます。子どもたちが、家庭学習に力を入れて取り組むよう、学校で働きかけていき

ます。ご家庭でも、子どもたちを励ましていただけますようお願いいたします。家庭学習を進め

る際に、次のようなことがよいと言われています。参考にしていただき、子どもたちの学習が充

実することを願っています。

小学生の家庭学習時間の目安は
時間の目安は、「１５分×学年数」または「宿題以外に１０分×学年数」と言われます。

１年生…15 分（宿題以外に 10分） ２年生…30 分（宿題以外に 20分） 低学年 10～20 分程度

３年生…45 分（宿題以外に 30分） ４年生…60 分（宿題以外に 40分） 中学年 30～40 分程度

５年生…75 分（宿題以外に 50分） ６年生…90 分（宿題以外に 60分） 高学年 50～60 分程度

毎日同じ時間に
上記の時間が、１日のうちのいつ

．．
なのかを決めることが大切です。毎日違うと、習慣

になりにくくなってしまいます。「毎日同じ」というほうが気持ちが安定するお子さんが

多くいます。

例）〇学校から帰ってすぐの時間 〇習いごとに出かける前 〇朝起きて朝食の前 など

できれば…次のことも
保護者の皆様もお仕事等でご多用のことと思います。できる範囲で結構です。

家の人にそばにいていただく
家の人の方がそばにいてくださると子どもたちは安心して学習します。自分の部屋で一人で学

習するより、居間・リビングや台所・キッチンのそばなど、家の人がいるところで行うほうが頑

張れる子どもがいます。

家の人に学校のことを聞いていただく
保護者や家の人に、学校での出来事や学んだことを聞いていただけると、子どもたちは学習内

容を振り返ることができます。東京都の調査によると、「家の人と学校の出来事について話をして

いる」子どもほど学力調査の正答率が高い傾向にあったそうです。
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この印刷物には、視覚に障害のある
方への情報提供の手段として、音声
コードを添付しています。
こちらの音声コードにより、活字文

書読上げ装置を使って、内容を聞くこ
とができます。

ホームページ　http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/
「とうきょうの教育」は、東京都教育委員会（教育庁）のホームページでも読むことができます。

検 索

東京都教育委員会ではTwitterによる情報発信を行っています
http://twitter.com/tocho_kyoiku11月の第1土曜日は「東京都教育の日」です

東京都教育委員会（教育庁）では、都民のみなさまからの提言やご意見・ご要望をメールで受け付けておりますので、お寄せください。
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自分から進んでものごとに取り組んだり、仲間と
話し合いをする中で自分の考えを深め、広げたり
することが大切です。

学校と家庭が互いの教育について理解を深め合い、一体となった取
組を進めていくことが大切です。

▼「家の人と学校の出来事について話をしますか」
平均正答率

家庭での会話 国語B 算数B
している 63.0% 52.0%
どちらかといえばしている 59.5% 49.6%
あまりしていない 54.4% 46.4%
全くしていない 43.4% 37.7%

（平成28年度全国学力・学習状況調査
東京都公立学校実施分より）

子供が携帯電話やスマー
トフォンを使い過ぎると、家
庭での会話の時間が少なく
なります。子供と顔と顔を
合わせて「今日、学校でど
んなことがあったの？」と
話ができる時間を作ること
が大切です。

平成28年度「全国学力・学習状況調査」の際に行われた児童・生徒質問紙調査の結果から、子供の学力向
上や基本的生活習慣の定着には、学校だけではなく、家庭での取組も重要であることが分かりました。

家庭で子供と話す時間を大切にしましょう

「家の人と学校の出来事について話をしている」
子供ほど正答率が高い傾向にあります

学力向上のためには、
主体的・対話的な学習活動を通して
考えを深め、広げることが大切です

家庭で子供たちとどのくらい
会話をしていますか？

今日は
学校でどんなことを
勉強したの？

へえ、
お米のこと？
詳しく教えて

お米のことを
みんなで
調べたよ

▼「普段（月～金曜日）１日当たりどれくらい
の時間、携帯電話やスマートフォンで通話や
メール、インターネットをしますか」

平均正答率
使用時間 国語B 算数B

30分より少ない 64.1% 54.1%
4時間以上 45.5% 36.5%

（平成28年度全国学力・学習状況調査 
東京都公立学校実施分より）

携帯電話やスマートフォンの使用時間が短いほど、
正答率は高い傾向にある。

家庭での会話の多い児童ほど正答率が高い傾向にある。

※B問題は主に基礎的な知識・技能の「活用」に関する問題
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